





















































表 1 回答者の性別（％） 
  淑徳大 医大 芸大 県大 
男性 33.6 57.8 18.1 27.4 
女性 64.6 41.0 80.6 69.8 
その他 0.9 0 1.4 0.5 
無回答 0.9 1.2 0 2.4 
合計 100.0 100.0 100.0 100.0 
 回答者については、愛知医科大学のみ男性が 57.1％と、女性よりも多くなっている。 
 
表 2 回答者の学年（％） 
  淑徳大 医大 芸大 県大 
1年生 42.5 0 31.9 44.3 
2年生 19.5 1.2 48.6 33.0 
3年生 26.5 97.6 6.9 17.9 
4年生以上 10.6 0 12.5 2.4 
無回答 0.9 1.2 0 2.4 
合計 100.0 100.0 100.0 100.0 
 学年について、愛知医科大学が 3年生 97.6％となっている以外は、1年生と 2年生が中心
で、4年生以上は少ない。 
  





表 3 回答者の居住地（％） 
  淑徳大 医大 芸大 県大 
長久手市内 8.0 37.3 43.1 10.4 
名古屋市内 38.1 34.9 27.8 23.1 
長久手市、名古屋市以外の愛知県内 39.8 25.3 18.1 52.6 
岐阜県 6.2 1.2 9.7 8.5 
三重県 5.3 0 1.4 1.7 
静岡県 0 0 0 0.2 
その他 1.8 0 0 1.2 
無回答 0.9 1.2 0 2.4 





表 4 回答者の居住形態（％） 
  淑徳大 医大 芸大 県大 
実家 82.3 32.5 44.4 79.0 
下宿 16.8 63.9 54.2 17.5 
その他 0 2.4 1.4 1.2 
無回答 0.9 1.2 0 2.4 








表 5 ボランティア活動経験（％） 
  淑徳大 医大 芸大 県大 
あり 71.7 34.9 58.3 59.7 
なし 28.3 65.1 41.7 38.2 
無回答 0 0 0 2.1 





表 6 ボランティア活動の開始時期（％） 
  淑徳大 医大 芸大 県大 
小学生以前 18.5 27.6 47.6 32.4 
中学生 28.4 24.1 31.0 36.8 
高校生 16.0 13.8 7.1 9.5 
大学入学後 37.0 34.5 14.3 20.9 
無回答 0 0 0 0.4 





表 7 ボランティア活動での充実感（％） 
  淑徳大 医大 芸大 県大 
感じた 97.5 89.7 76.2 88.9 
感じなかった 2.5 10.3 23.8 11.1 




表 8 現在のボランティア活動（％） 
  淑徳大 医大 芸大 県大 
行っている 53.1 20.7 9.5 17.4 
行っていない 44.4 79.3 90.5 82.6 
無回答 2.5 0 0 0 
合計 100.0 100.0 100.0 100.0 
 現在のボランティア活動についても、愛知淑徳大学で「行っている」という回答が53.1％と最
も多い。愛知医科大学 20.7％、愛知県立大学 17.4％、愛知県立芸術大学 9.5％と続いてい
る。 
 
表 9 現在のボランティア活動に対する満足感（％） 
  淑徳大 医大 芸大 県大 
満足している 72.1 83.3 50.0 72.7 
満足していない 7.0 16.7 25.0 11.4 
どちらでもない 14.0 0 0 11.4 
わからない 7.0 0 0 4.5 
無回答 0 0 25.0 0 






表 10 現在のボランティア活動と大学での専攻（％） 
  淑徳大 医大 芸大 県大 
ある 37.2 16.7 0 54.5 
少しある 25.6 50.0 0 20.5 
あまりない 18.6 16.7 25.0 11.4 
全くない 18.6 16.7 50.0 9.1 
無回答 0 0 25.0 4.5 
合計 100.0 100.0 100.0 100.0 





















































































































































表 11 ボランティア活動が自身の進路に与える影響（％） 
  淑徳大 医大 芸大 県大 
大いにある 37.0 20.7 7.1 15.0 
少しある 38.3 41.4 42.9 46.2 
あまりない 8.6 20.7 31 21.3 
全くない 0 10.3 4.8 7.9 
わからない 14.8 6.9 14.3 8.7 
無回答 1.2 0 0 0.8 





表 12 ボランティア活動での経験（複数回答）（％） 
  淑徳大 医大 芸大 県大 
地域のために役に立った 46.9 55.2 54.8 59.7 
困っている人のために役に立った 45.7 51.7 21.4 28.1 
人間性が豊かになった 39.5 41.4 14.3 23.7 
思いやりの心が深まった 53.1 58.6 31.0 39.5 
生活に充実感ができた 28.4 27.6 16.7 17.0 
友人や知人を得ることができた 39.5 27.6 11.9 20.6 
知識や技能が身についた 39.5 27.6 16.7 21.7 
ものの見方、考え方が広がった 65.4 51.7 28.6 39.1 
学校で評価された 9.9 10.3 14.3 16.6 
報酬(お礼)があった 16.0 13.8 7.1 13.4 
福祉など社会の問題に対する理解が深まった 37.0 34.5 21.4 19.8 
























































































































表 13 今後の社会におけるボランティアの果たす役割について（％） 
  淑徳大 医大 芸大 県大 
大きくなると思う 61.9 54.2 36.1 57.3 
大きくなると思わない 6.2 8.4 22.2 9.7 
わからない 12.4 31.3 30.6 24.3 
無回答 19.5 6.0 11.1 8.7 
合計 100.0 100.0 100.0 100.0 
 今後の社会におけるボランティアの果たす役割について「大きくなると思う」という回答は、愛
知淑徳大学で 61.9％と最も高く、愛知県立大学、愛知医科大学で 5 割を超えている。こうし
た傾向からは、ボランティア活動への肯定的な評価を見てとることができるだろう。 
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表 14 大学教育におけるボランティア活動の扱い（複数回答）（％） 
  淑徳大 医大 芸大 県大 
ボランティアについて授業で教える 24.8 15.7 12.5 18.2 
技術や知識などの研修会開催 38.1 27.7 30.6 26.9 
ボランティア活動相談 42.5 22.9 12.5 20.5 
ボランティア活動情報の提供 54.0 44.6 55.6 60.6 
学校の単位として認定 20.4 20.5 37.5 24.3 
活動を行う学生の積極的評価 16.8 15.7 20.8 14.6 
その他 0.0 1.2 1.4 0.2 





表 15 大学がもっとボランティア活動について奨励策をとるべきか（％） 
  淑徳大 医大 芸大 県大 
思う 49.6 47.0 37.5 48.6 
思わない 11.5 21.7 9.7 13.9 
わからない 19.5 22.9 41.7 29.0 
無回答 19.5 8.4 11.1 8.5 







表 16 大学がボランティア活動奨励策として求めること（複数回答）（％） 
  淑徳大 医大 芸大 県大 
学校の単位として認定 39.3 38.5 55.6 40.3 
学校行事として参加 25.0 46.2 25.9 27.2 
講座・セミナーの開催 42.9 23.1 14.8 26.7 
相談窓口の設置 35.7 23.1 11.1 26.7 
ボランティア活動情報の提供 53.6 20.5 22.2 43.2 
活動を行う学生の積極的評価 33.9 33.3 22.2 20.9 
活動のための資材・機材提供 25.0 20.5 22.2 18.9 
活動のための資金提供 39.3 30.8 29.6 25.7 
活動のための場所提供 35.7 35.9 22.2 27.2 
その他 1.8 0 0 0 

























































表 17 ボランティア活動に参加しなかった理由（複数回答）（％） 
  淑徳大 医大 芸大 県大 
興味のあるボランティア活動がなかったから 25.0 22.2 23.3 21.0 
ボランティア活動の機会がなかったから 43.8 53.7 53.3 51.9 
ボランティア活動をする時間がなかったから 28.1 24.1 26.7 25.9 
無償で働く気はないから 12.5 11.1 3.3 13.6 
ボランティア活動は偽善的だと思うから 3.1 1.9 10.0 3.7 
なんとなく行きそびれていた 28.1 31.5 13.3 24.7 





















表 19 現在のボランティア参加とアルバイト 
  アルバイト     
現在のボランティア している していない 合計 
している 40 3 43 
  93.0% 7.0% 100.0% 
していない 181 27 208 
  87.0% 13.0% 100.0% 
合計 221 30 251 
  88.0% 12.0% 100.0% 
χ2=1.221 p=0.269 n.s. 
 
 表 19 に示したように、現在のボランティア参加とアルバイトとの間に有意な関係は認められ
ない。 
 
表 20 現在のボランティア参加と部活・サークル 
  部活・サークル     
現在のボランティア している していない 合計 
している 39 4 43 
  90.7% 9.3% 100.0% 
していない 152 55 207 
  73.4% 26.6% 100.0% 
合計 191 59 250 
  76.4% 23.6% 100.0% 




















































































































表 21 長久手市への愛着（％） 
  淑徳大 医大 芸大 県大 
感じる 36.3 39.8 34.7 32.8 
感じない 14.2 19.3 18.1 23.1 
どちらでもない 48.7 38.6 43.1 41.7 
無回答 0.9 2.4 4.2 2.4 












表 22 長久手市内の他大学との交流をしたいと思うか（％） 
  淑徳大 医大 芸大 県大 
思う 36.3 48.2 45.8 38.2 
思わない 14.2 20.5 20.8 25.2 
わからない 48.7 28.9 30.6 33.5 
無回答 0.9 2.4 2.8 3.1 





表 23 どのような交流をしたいと思うか（複数回答）（％） 
  淑徳大 医大 芸大 県大 
講義関連 21.1 30.0 57.6 36.4 
サークル・部活動 46.5 75.0 42.4 59.9 
ボランティア 60.6 25.0 21.2 25.9 




















                                                   
11長久手市大学連携基本計画は、2018年 3月に完成予定である。 
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